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ウイルス感染  血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  JMedViro12008：  

80：3（55－371  ∨血s（¶Ⅳ）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  

10％（118名中12名）がm陰性であった。フェリテン、AST  
およぴALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV－HCV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTV単  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継餞的な  
TTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。  

ウイルス感染  
SimjanFoamyVims（SFV）感染した男性7名を長期間追  
跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（P8MC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝異にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

AIDS Res Hum  

Retrovimses2007；  

23：1330－1337  

ウエストナイル  

ウイルス  

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検  
休中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を明べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血葬プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  

JMedViro12008：  
80：557－563  

…  
弓了じプア  
イ、ニュー  
ジーランド  
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2004年8－10月に中国Ningboでデン  デング熱  AmJTrop Med  
Hyg2007；76：  
1182－1柑8   

が起こり、報告された83例中68例が確定された。2例から  
デンダウイルスセロタイプー1が分離された。アウトブレイク  

はタイから戻った旅行者に関係しており、遺伝系統学的  
分析によりNingbo分樅株はタイ由来株に密接に相関して  
いた。無症候性住民における特異的IgGの保有率が流行  
地域では対照地域に比べ有意に高かった。高密度のヒト  
スジシマカの発生がウイルスの急速な拡散の原因であっ  
た。  

2006年5月にインドネシアのスマトラ島の女性が家禽から  
H5Nlトリインフルエンザウイルスに感染し、さらに親戚に  
感染させた。感染した8名の家族のうち7名がまもなく死亡  
した。米国ワシントン大学の新たな研究により、トリインフ  
ルエンザのヒトからヒトへ伝播が初めて確定された。  

蔦才シラル王ジ  
ザ  

ProMED－  

mai120070903．2894  

タイ保健省によれば、2007年1月1日～9月8日におけるデ  
ング熱感染症例は41975例であり、うち47例が死亡した。  
インドネシアでは16万例を超えており、ビルマ（ミャン  

マー）では計11577例、カンボジアでは25000例（15才未満  
の小児300例が死亡）が感染した。マレーシアでは感染が  
5肌急増し、2007年6月に56例が死亡、7月は毎週1000例  
以上の患者が入院した。ベトナムでは2006年より4肌増加  
し、33000例が感染し、32例が死亡した。  

デング熱  ProMED－  

mai】20070924．3165  

王冠古享子す再三6道草盲扁モラマ葡萄編漸析＝砺ズ  
ネットワークで収集された結核症例は5841例  
（164／100000）で、うち新規症例は2310例（65／100000）で  
あった。これは2003年の受動的サーベイランスに比べ総  
症例数で19†i、新規症例数で13％増加した。タイにおける  

WHOの新しい戦略は私的施設における症例発見を増加  
させ、結核患者に対するHⅣサービスおよび多剤耐性結  
核の診断を改善した。  

N5Nlトリインフルエンザウイルスは妊婦の胎盤を通過可  

能であり、胎児に感染することが北京大学の研究者らに  
より報告された。またウイルスが肺だけでなく、胃腸管、  
脳、肝臓および血液細胞へ拡がるとのエビデンスが示さ  
れた。   

結核  BullWorld Hea旺h  

Organ2007：85：  

586－592  

蔦フジプア［王ジ ザ  ProMED－  

mai120070928．3212  
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フィリピン政府は9月の第2週にデング熱症例が4000症例  
以上を記録したため国中にデング熱書報を出したと、  
2007年10月3日に保健局が発表した。2007年1月以来  
24689例が記録され、内283例が死亡した。  

ProMED－  

maiほ0071008．3312  

芋ジグ桑訂…‖‾  
菖海面詣這こ帯富高了読面ラ首i碩1盲白モ芋ジグ葡醍‾  

症例が500例を突破し、過去最悪の511例となったと報告  
した。市の北部および東部で家族での集団感染があった  
ため、公衆に防御を呼びかけている。  

ProMED－  

maiほ0071017．3396  

マラリア  タイにおける約10年ぶりのマラリアの再興は公衆衛生上  

の大きな脅威であることが最近の調査で明らかとなった。  
タイ健康増進基金による最新情報によるとマラリアとコレ  

ProMED－  

maiは0071026．3487  

ラは南部および北東軌こおける重大な問題になりつつあ  
る。マラリアの発生は特に最南端の国境に接する州で重  
大で、今年（2007年）になってから今までに3000人以上が  
感染した。  

デング熱  ベトナム保健省は洪水多発地域で新たなデング熱アウト  ProMED－  

maiほ0071030．3516  ブレイクの危険性が高いため、州や市ヘデング熱防御お  
よび抑制のための厳格な手段をとるよう命令した。同国で  
は今年（2007年）、デング熱症例が8∞00例近く発生して  
おり、うち68例が死亡した。パキスタンKarachiではデング  
熱症例は2007年8月以降上昇し、1527例となったと地方  
保健局が2007年10月23日に発表した。別の地域で新た  
に48例が報告された。  

結核  2000－2005年にインドNewDe抽iで治療を受けたHⅣ垂直  CurrHⅣRes2007；  

5：499－504  感染小児213名をスクリーニングし、培養で結核と確定し  
た24名について調べた。結核と診断された年齢（中央値）  
は16ケ月で、半分以上の小児が免疫不全であった。21名  
（87％）が肺結核で、肺以外の結核が10名（41％）で確定され  
た。6ケ月間の抗結核英治療後の回復率は64％であった。  
3名が薬物抵抗性で、5名が死亡した。  

‾●●…  

盲蓑磁貰  2007年11月30日インド保健省は、今年∪飴rPradeshで約  ProMED－  

mai120071201．3877  500名が日本脳炎で死亡したと発表した。2∞7年11月23  
日までに、州当局は2450例の急性脳炎症候群およぴ499  
例の死亡を報告した。   
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Br8nChの研究者ら  米Ga】vestonのUniv．Texa＄Medica】  テクングニヤウ  
イルス感染  

ProMED－  

mai120071209．3973   が、インド洋のLaReunion島における原因不明の疾患の  
原因を発見したことを発表した。研究者らは、266000例が  
感染し、少なくとも260例が死亡した流行疾患は、テクング  
ニヤウイルスの単一の突然変異によるものであり、このウ  
イルスは、以前はウイルスを保有していることが知られて  
いなかったAedesdbopicutsにより伝播されることを証明  

した。  

■■■■■■●■一■■－－－■－－－■■■●－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－■■■t■■－－一－ インドネシアCentralJava保健サービスは、2007年1月か  

名が死亡したと発表した。2007年1－11月の同市での発生  
率は4β5／10000人で、2006年の3．37／10000人より高かっ  ら12月までにデング熱に住民11636名が感染し、うち21一   た。  

デング熱  ProMED－  
mailZOO71227．414丁  

中国では1985年HⅣ最初感染例報告以来、2005年末報  

告数は14万人に上った。感染者数は65万人と推定され  
る。現在、34省級区域全て感染者が存在し、性的経掛こ  
よる新規感染者は49．8％、エイズ死亡率は63．4％である。湖  
北省HⅣ感染者報告数は約3500人、54％は血液感染によ  
る。HⅣは全てB■サブタイプであった。HⅣ／HCV共感染率  
は75％で、HCVは78．6％が2a、21．4％が1bであった。  

日本エイズ学会誌  
2007；9：541  

川∨感染、C型  

肝炎  

マレーシア住民におけるPlasmodiumknowlesiマラリアの  

分布を調査し、P．knowlesi疑い死亡例4例について調べ  
た。その結果、P．knowlesiによるヒト感染はマレーシアボ  
ルネオからマレーシア半島まで広く分布することが明らか  
となった。4例の死亡例からはP．knowlesiDNAだけが検  
出された。P．knowlesiは、より軽症の四日熟マラリアと娯  
診断されることが多いので注意を要する。  

マラリア  Glln Infect Dis 
2008：46：165－171  

インドネシアBanda血mpungでは2007年12月に数千人が  

テクングニヤに感染した。最悪感染地域のWaydadi地区で  
は3自治会で500名近くの住民が感染した。感染は2007年  
‖月に始まり、BandaHampungの多くの地区に広がった。  

亨ラジグ三軍弓  
イルス感染  

ProMED－  

mai120080104．0051  

2007年12月27日、WHOはパキスタンの家族における  
H5Nlトリインフルエンザのヒトヒト感染を確定したが、感  
染が拡大する危険性はないと発表した。Peshawarで、感  
染したニワトリの処分に関わった獣医師とその兄弟3名が  

肺炎を発症し、処分に関わっていなかったその内の1名が  
2007年11月23日に死亡し、WHOによりヒトヒト感染と確  
定された。他は全員回復した。   

鳥インフルエン ザ  ProMED－  
mai120080104．0038  
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カンボジアでは2007年にデン  熟により407名  デング熱  ProMED－  
mai120080120．0255  最近10年間で最高の死亡者数となったと保健省は2008  

年1月4日に発表した。死亡例の大部分は小児であった。  
デング熱は同国における慢性的な問題であるが、200丁年  
は雨季の到来が例年より早かったことも原因であるとして  
いる。  

亨才苛ま面6毒草一三海ちモ前古考誉壱†ヨ義和ヲ紺  

亡し、累鎌患者数は1ケ月で2824名となった。患者の70％  
は中部地方の住民である。2007年の同時期の患者数は  
1702名で、死亡例はない。2007年のデング熱患者数は約  
6∞00名で、死亡数は29名である。  

デング熱  ProMED－  
mai120080218．0662  

中国保健省は2007年12月10日、2007年11月にGansu省  
が2例日のベスト症例を報告したと発表した。患者は死亡  
した。Gansu省では2007年9月に中国で初めてのペスト症  
例が報告された。  

ProMED－  

mai12007121乙3998  

泌尿器外科医がブタを用いて手術の練習をした後、急性  
肝炎を発症した。患者の血液よりHEVRNAが検出され、  
HEV感染と診断された。患者のHEVの遺伝子型は3cであ  
り、ブタにしか見られない遺伝子型であった。ブタの血液  
から感染したものと思われる。  

スペインの屠殺場の作業員でE型肝炎感染が確認され  

E型肝炎  米国、カナ ダ、中国  ヘパリンナト リウム  
ヘパリンナトリウム  

しancetZOO7；370： 935  

E型肝炎  
Hyg2007：77：893－  AmJTrop Med  896  た。同定されたHEVはジェノタイプ3、サブタイプ3fに属して  

いた。患者の血清から分離されたウイルスの部分的配列  
解析によって、ヨーロッパのヒト株およぴブタ株とのヌクレ  
オチド相同性がそれぞれ83．4％一97．3†iの範菌であることが  

明らかとなった。これらの所見は、ブタの感染器官の取り  
扱いを介して職業病としてHEVに感染したことを強く示唆  
する。  

ラオス北部のUdomxay地区病院における2005年6月から  

2006年5月の旋毛虫疑い症例138名について調査した。そ  
の結果、結婚式または葬式に出席した人の比率が高く、  
生または発酵ブタ肉料理を食べていたことが明らかとなっ  
た。EuSA分析の結果、これらの症例のTパchineJJa陽性卒  
は67．6％（138名中90名）であった。同地区の屠殺囁のブタ  
肉1検体から丁血hinellaが検出され、T．spiralisと同定され  
た。   

旋毛虫症  
Hyg2008；78：4ひ－  AmJTropMed  44  
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E型肝炎  GastroenteroIC［in  

Bio12007：31：  

1095－1097  

肝炎を発症し、血清中に抗HEVIgMおよぴHEVRNAが検  
出され、E型肝炎と診断された。2人とも黄癌儀症4週間前  
に生の乾燥ブタ肉を食べていた。この内から検出された  
HEV遺伝子は、患者血清から分離したものと高い相同性  
を示したことから、このブタ肉が感染源と特定された。火  
を通していないブタ肉の摂取がHEV感染源となる可能性  
が示唆された。  

2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作  
業員12名が炎症性神経疾患を発症し、Indian8の豚肉加  
工場従業員2名も同様の症状を発症した。この疾患は進  
行性炎症性神経障害と名づけられた。ケースコントロー  
ル試験の結果、ブタの脳を高圧空気を用いて採取するエ  
程と発症との関連性が強く示唆された。原因として、ブタ  
の脳組織が自己免疫性末梢ニューロパテーを引き起こし  
たとの仮説があるが、詳細を調査中である。  

神経系障害  ProMED－  
maiI20080201．0405  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
ん／Canad8／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単級された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頂のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

インフルエンザ  EmergInfectDis  
2007：13：1865－  

1870  

…‾  
主ネジち蘭詣高i云芽＝文事ジおヲ亨延垣葡弥蒔  
PorkProGeSSOrS社の従業員における11名の神経疾患に  
ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月間にわたり、2007年7月まで発症した。  

先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ頚部や臓器の処理場で働いていた。  
原因は特定されていない。   

ヘパリンナトリウム  ヘパリンナト  

リウム  
Minnesota  
Departmentof  
Health／News  
Release2007年12  

月3日  
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2007年10月29日、米国Minnesota南東部の  神経系障害  CDC／MMWR2008；  
57（EartyRelease）：  

1－3  
の従業員における原因不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが執空中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頭部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定さ  
れていない。  

2つのブタ処理施設の従業員に神経学的症状が報告され  

たのを受け、米国CDCは全ての神経科医に対して、同様  
の症例の報告を求める緊急速報を送付した。CDCが1月  
17日にアメリカ神経学会に送付した速掛ま、2006年11月  
から2007年11月にMinnesotaブタ処理施設の従業員12名  

が炎症性神経障害を発症した件について報告している。  
2008年1月中旬にはIndianaのブタ処理施設で同様の症例  

が報告された。  

Medscape／MediGal  
News2008年1月28  

日  

疏㌫㌫忘苫こ議㌫万ヲ季碗海曹鹿妻貫専有哀詩i貰‾‾  

奇妙な病気は理解間近であり、CDCの調査官はこの疾病  
を進行性炎症性神経摩書と名づけた。ミネソタ当局は  
Qua“吋Po血Pro¢eSSOrSInGのAusthエ囁の何千人もの  

［nterna厄onalHeraJd  

Tribune／Americas  
2008年2月1日  

前従業員を調査中である。調査官は、空中に噴霧したブ  
タの脳組織を吸い込んだことにより病気となったかを明ら  
かにしようとしている。  

マフラプ仁王うず  USDA／News＆  
Events2007年12月  

19日  

研究者らは、1957年のパンチミック時にヒトに感染したH2  
インフルエンザウイルス群に属するブタインフルエンザの  
新しい株H2N3を同定した。この株は分子にねじれがあ  
り、トリインフルエンザととブタインフルエンザ辻伝子の両  
方のから成る。この発見は、ブタがトリ・ブタ・ヒトによって  
運ばれるインフル工ンザウイルスの”mixingvessel”として  
の役割を担う可能性があるとの更なる証拠を提供してい  
る。   
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米国の2つの農場の発病したブタから遺伝学的に相同性  
であるトリ／ブタウイルスの再集合株のH2N3インフルエン  
ザAウイルスを分離・解析した。これらのウイルスは実験  
的に感染させたブタおよぴマウスで前適合なしで発病さ  
せることができた。また、ブタおよぴフェレットで感染性が  
あり、高伝搬性であった。H2N3ウイルスは哺乳類宿主へ  
の適合性を持つため、その拡大に注意すべきである。  

鳥インフルエン  
ザ  

Proc N8月Acad Sci  

USA Published  

on】ine2007年12月  

18日  

‾‾‾－  

三拝ララ間諜薩高ほ芽＝文事ジおヲ亨妬垣葡敷瓦訪蒜  

PorkProcessors社の従業員における11名の神経疾患に  
ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月聞にわたり、2007年7月まで発症した。  

先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ頭部や臓器の処理場で働いていた。  
原因は特定されていない。  

ダルテパリ  

ンナトリウム  
Minnesota  
Depa止mentof  

Heal廿l／News  

Release2007年12  

月3日  

亘扇ラ有子す再話白∵貰直前蒜㌫忘両面おブタ妬重商許‾  

の従業員における原因不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頭部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定さ  
れていない。  

CDC／MMWR2008；  

57（EartyRelease）：  

1－3  

常宿系博曹‾‾‾  

補語素懐曹‾‾‾  
亘ちゐヲタ藤垣施簸石葱家計三再議学的雇済が東宮ぎ打  

たのを受け、米国CDCは全ての神経科医に対して、同様  
の症例の報告を求める緊急速報を送付した。CDCが1月  
17日にアメリカ神経学会に送付した速報は、2006年11月  
から2007年11月にMinnesotaブタ処理施設の従業員12名  
が炎症性神経障害を発症した件について報告している。  
2008年1月中旬にはIndianaのブタ処理施設で同様の症例  
が報告された。   

News2008年1月28  

Medscape／Medical  日  
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神経系障書  タ処理施設従業鼻で報告された  MinnesobとIndianaの   IntematjonalHera［d  
Tribune／Ameパcas  

2008年2月1日  
奇妙な病気は理解間近であり、CDCの調査官はこの疾病  
を進行性炎症性神経障害と名づけた。ミネソタ当局は  
QualityPorkProcessorslncのAustinエ堵の何千人もの  
前従業員を調査中である。調査官は、空中に噴霧したブ  
タの脳組織を吸い込んだことにより病気となったかを明ら  
かにしようとしている。  

神経系障害  
東面両誌芯逝音義薫育ほ甫㌫；芯菖㌫苗；蒜ゐヲダ好■  

理施設従業員を襲ったのと同じ神経学的症状であった。  
同州では初めての症例である。、Nebraskaの精肉業者もブ  
タの脳を高圧空気を用いて採取するエ程のプラントで働  
いていたとNebraska保健局は報告した。本症例で合計14  
名の従業員が同疾患患者となった。  

StarTribune2008  
年3月6日  

インフルエンザ  USDA／News＆  
Events2007年12月  

19日  

研究者らは、1957年のパンデミック時にヒトた感染亡た再  
インフルエンザウイルス群に属するブタインフルエンザの  
新しい株H2N3を同定した。この株は分子にねじれがあ  
り、トリインフルエンザととブタインフルエンザ遺伝子の両  
方のから成る。この発見は、ブタがトリ・ブタ・ヒトによって  
運ばれるインフルエンザウイルスの”mixingvessel”として  

の役割を担う可能性があるとの更なる証拠を提供し七い  
る。  

盲才ジヲ7茄 ザ  東面石亘ちゐ雇常あ廃嵩C研臓悪筆師≡譜面啓一  
USA Published 

online2007年12月  

Proc NatJAcad Sci   18日  

であるトリ／ブタウイルスの再集合株のH2N3インフルエン  

ザAウイルスを分離・解析した。これらのウイルスは実験  
的に感染させたブタおよぴマウスで前適合なしで発病さ  
せることができた。また、ブタおよびフェレットで感染性が  
あり、高伝搬性であった。H2N3ウイルスは哺乳類宿主へ  
の適合性を持つため、その拡大に注意すべきである。   
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NewMexiGO大学で研究に使用されていた実験用  
ワウシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  

ワクシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

Seachange Bulletjn  
2007年12月2日  がどのようにして野生株の炭直に曝零したかを疫学者と  

科学者のチームが調査中である。大学によると、ウサギ  
から検出された炭痘はNewMexicoの土壌中に自然に発  
生するもので、公衆衛生上の脅威ではないとのことであ  
る。検出された炭痘は動物からヒトに感染しうるため、ウ  
サギの剖検を行った従業員2名および研究所の職員約20  
名に予防のため抗生物質が投与された。  

炭症陽性の実験用ウサギが飼育されていたNewMexico  
大学の部屋では庚痕は検出されなかったと、州保健局は  
今朝、報告した。ウサギに接触した従業員2名に抗生物質  
が投与された。研究所の職員約20名にも予防のため投与  
する予定である。  

炭症  ABO Tribune2007  
年11月19日  

スペイン北部のCas馴ayLeon地方で2007年6月末に野  
兎病のアウトブレイクあった辛が疫学的に確認された。10  
月22日には362症例が野兎病と確定された。患者は全  
員、抗生物質投与により回復した。患者のうち、23，5％力†  

げっ歯類との接触があった事、16．6％が節足動物に刺され  
た事、17．4％がイヌまたはネコのような動物に岐まれたこ  

と、17．1痛†ザリガニを取り扱った事、4．4％力†野兎と接触／  

皮剥ぎがあったことなどが判明した。  

野兎病  Eurosun／eill訓1Ce  

2007：12（45）：  

Article 1 

造営者庖帯毒ヲ草＝蘭言辞酌空家恵三ブ亡者ゐ哀膏ブ  
リオンとともにインキュベー卜するinvitroアツセイを用い  

て、プリオンの転換について調べた。標準の条件下（pH  
7．4）ではPrPCからPrPScへの転換は同種（トナカイ、ムー  
スなど）でのみ効率的であったが、、酸性条件下（pH3．5）  

では異種（ヒト、ウシ、ハムスターおよびマウス）において  

も転換が著しく促進された。基質の部分変性によって構  
造上の変化が起こり、遠隔種   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

バイエル  
ウシ乳加水 分解物  Biochem Biophys  

ResCommun2007；  
364：796－800  

キセタン（遺伝子租換え）注射液調整用  
インジウム（111Ⅰ）イブリツモマブ チウキ  

セタン（遺伝子組換え）注射液調整用   
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フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
運動失明や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  
た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白文の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン12馴まホモバリンであった。  

ArchNeuro12007：  
64：1780－1784  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

伝染性海線状脳症（TSE）の伝播性を調べるための実験  
VetRes2008；39： 34  的アプローチ法を要約し、実験における所見と自然発生  

するTSE（主にウシ海綿状脳症及びスクレイピー）およぴ  
コントロール方法との関連性を考察している。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

1990年代にウシ海綿状脳症が英国で流行したことを受け  

て、ヒト及び動物において伝染性海綿状脳症を検出する  
ために開発された様々な技法についての総説である。V  
CJDが輸血により感染しうることが明らかなことから、  
VCJDの診断に関する血液検査の開発が最優先事項であ  
る。  

VetRes2008；39： 33  

／くイエル  

ズ瓦蒲デブ㌃  
ブミン  

諜石窟‾‾…‾  米国  
インターフェロンベータ・1b（遺伝子組換  

え）  

イットリウム（90Y）イブリツモマブチウ  

キセタン  
インジウム（111Ⅰ）イブリツモマブ チウキ  

セタン  

Vox Sanguinis 
2007；93：208－215  兼成分検体を対象として2種類のPCRアツセイを用いたパ  

ルボウイルスB19（B19V）のスクリーニング試験を実施し  

た。その結果、232検体がB19VDNA値100万ル／ml以上で  
あった。ヨーロッパ人ドナーにおいてはB19V遺伝子2型及  
び3型の保有率は極めて低いと考えられた。   
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ヒト血菜中のパルボウイルスB19（B19V）抗原を検出する  
EIAを開発した。本アツセイを用いて無症候性ドナーから  
採取したウイルス血症性の献血検体を検査したところ、低  
pHの状態ではB19V検出が大幅に増加した。また、B19抗  
原の検出はB19IgMまたはIgG抗体存在下で影響を受け  
なかった。B19VIgMアッセイと併用することにより、急性  
B19感染の91％を検出した。B19VIgM検出法とB19V抗原  
EIAの併用はPCRに替わるB19V感染の有効な検出法とな  
ると思われる。  

VoxSang山nis  

2007：93：216－222  

パルボウイル ス  
●‾  

粟国方正議革ジ亨＝テ櫛三義信モ茄6許査読5盲お葡簡  

に採取した5020名の供血者由来の保存血祭検体を高感  
度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイルスB19  

DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0．88，iであっ  

た。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23痛（IgM陽性で  

あった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。  

Transfusion2007：  

47：1756－1764  

パルボウイル ス  819ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHに  
よるB19Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドヘ変換することによっ  
て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、標的細  
胞に接着することは可能であった。Parvoviパdae科の他の  
ウイルスとの比較試験の結果、被殻状態でのB19VDNA  
の著しい不安定性が明らかとなった。β19Vが不活化処理  
に抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

Transfusjon2007；  

47：1765－1774  

／iルポウィル ス  ドイツ及びオーストリアで2003－2006年の計280万の供血  
検体を／くルポウイルスB19（β19V）についてミニプールNAT  
によりスクリーニングした。その結果、10万lU／ml以上は  
10万供血当たり12・7、10万lU／ml未満は1q万供血当たり  
2引．5であった。10万IU／ml未満の819Vを含有する検体で  
は全てに中和抗休（VP2）が検出された。10万IU／ml未満  
のB19DNA腸性血液製剤は高濃度の中和抗体を含有す  
るため安全であると思われる。   

Transfusion2007：  

47：1775－り82  
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パルボウイルスB19（B19V）の新規の遺伝子型が発見され  
ていることから、種々の遺伝子型のB19V検出及び定量結  
果を統一する方法を見いだす目的で国際ワーキンググ  
ループ会議が2007年3月に開催された。その金線の要旨  
である。会議では、B19V株の分類、種々の遺伝子型の有  
病率、分布、臨床的意義などが検討された。また、特性が  
十分に明らかになっている標準物質を用いたアツセイの  
標準化について合意が得られた。  

∨oxSanguinis  

2008；94：74－80  

感賞‾‾‾…‾…‾  
Transhsion2007；  

47：218ひ－2184  製剤における病原体不活化（PI）に関するコンセンサス会  
議で得られた結論の考察と主な見解が報告されている。  
現在ヨーロッパで広く用いられているPIがカナダや米国で  
実現されようとしている。Plを推進することによって、現在  

の技術や供血者スクリーニング法では防ぐことができな  
い輸血伝播感染症を減らすことができる。  

感賞‖●‾……‾  

2007年3月29－30日、カナダのトロントで行われた病原体  
不活化（Pl）技術に関するコンセンサス会議の報告である。  

近年の検査技術の発達により、現状の輸血感染症リスク  
は非常に低く、PIを直ちに導入する事は推奨しない。しか  
し新興感染症のリスクは未知数であり、Plは予防手段とし  
て重要である。広範囲の病原体を不活化できる安全な方  
法が確立されれば実施すべきである。  

Transfusion2007；  

47：2338－2347  

／くルポウィル ス  

819VIgG力価に関係したB19V中和の役割を検討するた  

め、製造血菜プール1000以上について酵素免疫測定法  
による検査を実施した。血贅プールは平均33±9IU／mL  
（最小値川∪／mL）のB19VIgG力価を含有し、これらの  
川∪／mLのB19VIgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4．6  
log、遺伝子型2の感染性を3．9log以上を中和した。このた  
め、このようなプール由来の10％静注用免疫グロブリン製  
剤（ⅣIG）は、さらに高いB19V中和活性を専有することが  
明らかとなった。   

Transfusion2008；  
48：178－186  
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B型肝炎  1999年に核酸増幅検査（NAT）によるHBVDNA検出のた  
めの最初のWHO国際標準品（サンプル1）が樹立された。  
同じ血焚から調整され、長期保存された別のDNA検体（サ  
ンプル2）およぴサンプル1の力価および安定性を多施設  
で評価した。両サンプルの力価に有意差はなく、凍結乾  
燥により保存されたHBVDNAが極めて安定であることが  
確認された。これを受け、WHOは2006年10月にサンプル2  
を第2の国際標準品として樹立した。  

VoxSanguinis2008  
Epubaheadofprint  

リンハ1生脈絡髄  

膜炎  
オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシンクで解析  
することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原休発見の強力な手段である。  

N EngIJMed2008：  
358：991－998  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  
た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白賞の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vcJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  

Arch Neuro12007；  
64：1780－1784  

人免疫グロ  
ブリンG  

ど〔石窟‾‾‾‾‾‾  米国  
パルボウイル  
ス  

80123に同じ  Vox Sanguinis 
2007；93：208－215  

パルボウイル ス  80123に同じ  ∨○×Sangujnis  

2007：93：216－222  

パルボウイル ス  
Transfusion2007： 47：1756－1764  

80123に同じ   
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80123に同じ  Tr即1Shsion2008；  

48：1了8－186  

80123に同じ  
B型肝炎  

VoxSanguinis2008  
Epubaheadofprint  

80123に同じ  

NEngtJMed2008： 358：991一的8  

砺7稚耐蕗葡 
‾ 朕炎  

80123に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
ArchNeuro12007； 64：1780－1784  

製造中止に  
より記載な  
し  

製造中止に  

より吉己載な  
し  

石臼ラ商材‾‾  

ザルの腎細 胞由来  

白青函丙了5石ヲ亨葡善徳葡だ畜行者i花く稽靖欝画王弓てて  

て調査した。各施設につき10箇所の豚房より糞便を採取  
し、ウイルスゲノムの検出を行ったところ、HEVゲノム陽性  
率は70％であった。ウイルスは全てⅢ型およぴⅣ型の遺伝  
子型に属していた。ひとつのm聖に属するサンプル（sw  
J8－E鋸lこついては全長の9仇の配列情報が得られ、塩基  
レベルでのホモロジーはヒトから分雛されたものに近いこ  
とが明らかとなった。  

第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2007年10月21－23  
日  

E型肝炎  

日本脳炎ウイルスに関する2006年度感染症流行予測明  

査では、ヒトで4自治体1197人、ブタで33自治体5349頭を  
対象に調査を行った。ヒトにおけるNT抗体価1：10以上の  
抗体保有状況は、1－3歳で1仇未満、4歳で約20％，5歳で  
約80％であった。ブタで川抗体が1頂以上確認された自治  
体は27あり、うち抗体保有率50％以上は17、更に12自治体  
では8仇以上であった。2004年度と比較して抗体保有率  
が急増する年齢が年長側にシフトし、5歳未満に感受性看  
の蓄積が認められた。   

日本脳炎  
第39回日本小児感  

染症学会総会・学  
術集会 2007年11  
月g－11日  
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2007年4月初旬より  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54【司日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

製造工程  ウシの膵臓  
より記載な  
製造中止に  し   

乾燥組織培養不活化A聖肝炎ワクチン  
怠感、39度台の発熱、悪寒が出現し、腰背部痛が出現し  
徐々に激しくなったため4月10日に受診した。5月18日に  
入院し、血液培養から連鎖球菌が検出され、肺塞栓、脊  
椎炎を合併した感染性心内膜炎と診断された。ペニシリ  
ンとゲンタマイシン併用投与により軽快した。同菌は  
StreptcocGUSS山s2と同定され、牛の飼育から感染したと  
思われた。  

動物における腸管出血性大腸菌の保有状況を調査した。  

平成18年6月から19年2月に愛媛県内の屠殺囁に搬入さ  

れたウシ143頭、動物愛護センターに収容されたイヌTl  
頚、ネコ67重責の直腸便を検査した結果、ウシでは82頂  
（57．3％）からヒト腸管出血性大腸菌（EHEC）が137妹分離さ  
れ、0157や026など9種類の血清型が含まれていた。イヌ  
とネコからはEHECは検出されなかった。  

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸  
炎  

80131に同じ  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

レンサ球菌感 染  

80131に同じ  日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸  
炎  

80131に同じ   第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

レンサ球菌感 染  
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大腸菌性胃腸 炎  
日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生車会総会2007  
年10月24－26日  

80131に同じ  

レンサ球菌感 染  第56回日本感染症  80131に同じ  
学会東日本地方会  
総会、第54固日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

日本公衆衛生雑誌  
第郎周日本公衆衛  
生学会総会2007  
年10月24－26日  

■■■一●－－■■■●■■■一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一一－－一一－－－－－－●－■■■■■■－－■●－－■   

80131に同じ  

大腸菌性胃腸 炎  

アンチトロン  
ビン  

ヒト血さ夜  

米国、ドイ ツ、オースト リア  
‾  

E相席ヲ＝フ挿だ新海前号冗帯弓フ冗天声荊花享有  JGenⅥro12007；  

88：2162－2167  変異株であるPARV5が存在することが最近示された。4株  
のPARV4と2株のPARV5のDNA配列を分析したところ、  
PARV引まPARV4と同様に2つのオープンリーディングフ  
レームを持ち、PARV4とPARV5は92％近くのヌクレオチド  
相同性を示した。両者は密接な関係のあるジェノタイプで  
あり、ジェノタイプ1と2（PRV5と呼ばれていたもの）から成  
るPARV4という1つのウイルス名を使用することを提案す  
る。  

ウイルス感染  ●－■■●■■■－－－－一一一－－－－－－－－－－－■■■■■－－－－－－－－－■■－－－－■■■■■－－－－－－－－－－■－－－－■●－■■●  

定期的に輸血を受けるサラセミア患者でこTorqu。T。。。  JMedViro12008：  
80：365－371  扇ms（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  

10％（118名中12名）が［∨陰性であった。フェリテン、AST  
およぴALT値はm陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV7日CV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTVJ＆  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
TTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。   

88／260ページ  



（SFV）感染した男性7名  ウイルス感染  SimianFoamyVirus  AIDS Res Hum  

Retroviruses2007；  
23：1330－1337   

跡調査した。男性は非ヒト簑長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血阜核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSPゾ関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

■■－－■■●一■■■■－一一一－－－－，■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●一－■■■■d■－■●●●■－■■■‾  

中央ヨ一口ツ／くにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検  
休中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検休をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血莞プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  

ウエストナイル ウイルス  
JMedViro12008ニ  

80：557－563  

■■■■－－●■■■■■■‥■■－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－，■－－一一－－一－－t■－－－●一－－－一一－■■－■■■■■－ 80135に同じ  パルボウイル ス  米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

トロンビン末  
ヒト血液  

JGenViro12007；  

88：2162－2167  

80135に同じ  ウイルス感染  JMedViro12008：  
80：365－371  

80135に同じ  
ち才フじ天啓落‾  

A］DS Res Hum  

Re廿0Viruses2007：  

23：1330－1337  

80135に同じ   

JMedViro12008： 80：557－563  

ウエストナイル  

ウイルス  
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乾燥pH4処理人免疫  
人免疫グロ ブリンG  

ウイルス感染  定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  
Ⅵn椅（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  
10％（118名中12名）が¶Ⅳ陰性であった。フェリチン、AST  
およぴALT値はm陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV－HCV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTV  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
m感染はサラセミア患者における肝機能障喜と相関す  
ることが示唆された。  

JMedVir012008；  
80：365－371  

ウイルス感染  

刃DS Res Hum Retrov血ses2007： 23：133ひ－133丁  

SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追  

跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

ウエストナイル  
ウイルス  JMedViro12008： 80：557－563  

中央ヨ一口ツ／引こおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14咄7名由来の検  
体中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、∃一口ツパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  

80135に同じ  
ズ瓦葡惑薗 第XIII因子  

ヒト血液  米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  
パルボウイル ス  JGenVir012007： 88：2162－2167  人血液凝固第XIII因子  

801ユ5に同じ  JMedViro12008；  
80：365－371  

ウイルス感染  
AIDS Res Hum  

Retroviruses2007；  

23：1330－1337  

JMedViro12008：  
80：557－563  

8013引こ同じ  

ウエストナイル  
ウイルス  

80135に同じ  

フィブリノゲ  
ン   

ヒト血液  

米国、ドイ ツ、オースト リア  パルボウイル ス  
■■■■■■■■■－一一■－■■■■●－■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－一一－－一■■■－－－－一一■■■■一●■■■一■－－■■  

8013引こ同じ   JGenVir012007：  
88：2162－2167  
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オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ●性脈絡髄 膜炎  

東和薬品  ウリナスタテンの注射液  

10．1056／NEJMoaO7  N EngtJMed2008； 358  3785  

マレーシアMelakaで、高熱と急性呼吸器疾患に罷ってい  
た39歳男性から未知のreovirusが分離され、Melakavjms  
と名づけられた。患者の家族も発症したが、この家族は  
発症前にコウモリと接触していた。遺伝子配列分析によ  
り、Melakaウイルスは1999年に同国Tioman島のオオコウ  
モリから分離されたreovin」SであるPulauウイルスと密接な  

関係があることが示された。同島住民の血清スクリーニン  
グで、109例中14例（13％）が両ウイルスに陽性であった。  

弓才）仁文面落‾  ヒト尿  中国   

ウリナスタテ ン  
Proc Natl Acad Sci 

USA2007；104：  

11424－11429  

科学者らは、コンゴGabonの野生のサルから分離したエ  
ボラウイルスは新規の系統に属し、他の株と融合し、新種  
の株を創生することが可能であることを発見した。このこ  
とはワクチン開発に重大な意味を持つ。弱毒化されたウ  
イルスからなるワクチンは、野生ウイルスと融合し、新種  
を作り、予測や制御がより困難なウイルスがヒトやサルに  
広がる可能性がある。これらの知見はProcNatlAcadSci  
の10月17日onlineに発表された。  

エボラ出血  日本ポリ  ミドリザル腎 臓細胞  Science and  

Development  

Network／Sub－  

S∂haran  

Africa／News2007  

年10月19日  

オ研究所  

‾‾  
号音笥三薩藷き五玩≡盲ゐ盲亡萌ヲ茄前古た訂王手  
での狂牛病による死亡に対する新たなおそれが浮上して  
いる。VCJDで死亡した39歳女性の脳は通常とは異なる損  
傷パターンを示し、今までの患者とは遺伝的に異なってい  
た。1980年代に感染牛を食べたことによるvCJD患者に新  
たなグループが存在する可能性を示唆している。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

日本ポリ  Channel 4 
News／Pres  
Associa七onreport  

2008年1月2日  

口生ポリオワ  
オ研究所  

80160に同じ   異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

日本ポリ  Channel 4 
News／Press  
Associat柑nrePO止  

2008年1月2日  

オ研究所  
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カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10顕のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚看の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

インフルエンザ  
日本ポリ オ研究所  

経口生ポリオワクチン  
EmerglnfectDis 2007；13：1865－ 1870  

ミネソタ州保健局はオースチンのブタ処理施毀Qual和  
Po止Pro¢OSSOrS社の従業員における11名の神経疾患に  
ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月間にわたり、2007年7月まで発症した。  

先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ頚部や臓器の処理場で働いていた。  
原因は特定されていない。  

Minnesota  
Department of 
He81th／New＄  

Rel¢a＄e2007年12  

月3日  

Emerg－InfectDis 2008：14：155－157  レンサ球菌感 染  人男性の症例報台である。患者はベトナム南部LongAn  
Province出身の57歳男性でアルコール依存度があった。  
入院時には噂眠状態であったが、′くイタルサインは安定  
していた。24時間後に急性呼吸促迫症候群を呈し、死亡  
した。患者はブタを飼育しており、ブタの臓器を日常的に  
摂食していた。血液培養でS．s山sが検出され、セロタイプ  

16であった。セロタイプ16がヒトから分赦されたのは初め  
てのことである。  

サンフランシスコ出身の60歳男性は、7ケ月間のフィリピン  
レンサ球菌感 染  

EmergInfectDi＄  
2008：14：183－185  滞在から戻った直後、2003年6月、発熱、発汗、頭痛、咤  

気、食欲不振を発症した。男性は5日後に38．9℃の発熱、  
項部強直、全身倦怠を呈し入院したふ入院2日目に血液  
培養でグラム膿性連鎖球菌が検出され、分離菌はペニシ  
リン感受性であった。入院5日目に左側難聴となり、7日目  
にStreptococGUSSUis血清型2型と同定された。患者は  
フィリピン滞在中に生の豚肉を摂食してSsuis髄膜炎を発  
病したと思われた。   
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沈 Processors社の従業員12名  ミネソタ州QualityPo   神経系障害  
com 2008年2月4  

Washingtonpost   日  

種痘状が発生している件で、調査を拡大して行ったとこ  
ろ、インディアナ州のエ場の精肉業者らが手足の倦怠  
感、しびれ、痔痛などを訴えている辛が判明した。圧縮  
空気システムによって除去され、空中に飛散したブタの脳  
組織を吸入することが、この新しい疾患の原因かもしれな  
い。  

ヘパリンカルシウム  

日本で初めてのActinobacu山mshaalii感染の症例報告で  

ある。64歳男性で、受診2週間前より頚部痛、全身倦怠  
感、食欲不振を呈し、呼びかけに反応しなくなり、救急搬  
送された。血液培養からグラム陽性球菌～短梓菌が培養  
され、通常のものとはコロニー形態が異なっていたため、  
16srRNA領域の塩基性配列を決定し、Ashaaliiと同定し  
た。SBT／ABPC投与により軽快した。  

第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  
化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日 013  

細菌感染  HBs抗原た  
ヒトの肝臓  日本  

ワクチン（huGK－1   

ん白質 （huGK－14細 胞由来）  

ウガンダ保健省はウガンダ西部のBundibugyo地方におけ  
るエボラ出血熱のアウトブレイクを確定した。アウトブレイ  
クは2007年9月に始まっていた可能性があり、2007年11  
月28日現在、死亡例16名を含む51名の疑い例が報告さ  
れている。患者の検体から新規のウイルス株が確認され  
た。   

WHO／EPR、2007年  

11月30日  
エボラ出血  
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レプトスピラ症  ペルーIquitos地域のラットから新規のレ  トスピラを同定  PLoSNedTropDis  
2008：2：e213  し、”Leptospirali甲raSiae”serovarva刑aは名づけた；同  

地域の急性レプトスピラ症患者の30％で”bptospira  
licerasiae”serovarva釧a＝こ対するMAT抗体が高力価で  

検出されたが、ペルーの他の地域では7％であった。この  
新規のレプトスピラ種はアマゾンの生物学的多様性を反  
映しており、ペルーアマゾンにおけるレプトスピラ症の王  
事な原因と考えられる。  

ウシ血清ア  
ルブミン   
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明治乳業  
沈降B型肝炎ワクチン（huGK－14細胞由 来）  

ウサギ抗ヒト  
血清アルブ  
ミン抗体  

ウサギの血液  

マウス抗  
HBsモノク  

ローナル抗  

体  

マウスの血液  
日本  

米国の2つの農場の発病したブタから遺伝学的に相同性  
であるトリ／ブタウイルスの再集合株のH2N3インフルエン  
ザAウイルスを分離・解析した。これらのウイルスは実験  
的に感染させたブタおよぴマウスで前適合なしで発病さ  
せることができた。また、ブタおよぴフェレットで感染性が  
あり、高伝搬性であった。H2N3ウイルスは哺乳類宿主へ  
の適合性を持つため、その拡大に注意すべきである。  

蔦才シカ［三ジ ザ  

USA Published 

onljne2007年12月  
Proc NatlAcad Sci   18日  

ヘパリン  常宿系硬膏‾‾‾  
‾‾‾‾  

詣ララ禰諜僅高了ま芽＝文事ジおプラ好転満弥訂芯  

PorkProcessors社の従業員における11名の神経疾患に  
ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月間にわたり、2007年7月まで発症した。  

先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ碩部や臓器の処理場で働いていた。  
原医は特定されていない。   

ヘパリンナトリウム  Minnesota  
Depa止mentof  

Health／News  
Release2007年12  

月3日  
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神経系障害  2007年10月29日、ミネソタ保健局はMinnesota南東部の  
57（EartyRelease）：  
CDC／MMWR2008；  1－3   

タ処理施設の従業員における原因不明の神経疾患につ  
いて通報を受けた。州保健局と米国CpCが調査中であ  
る。2008年1月28日現在、同施設では12名（年齢中央値  
31歳、25丁51歳）の作業員が進行性炎症性神経障害と同  
定された。2006年11月から2007年11月にかけて、ブタ頭  
部処理に関わったヒトで発症した。原因は特定されていな  
い。  

2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作  
業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に  
Indianaの豚肉加工場従業員も同様の症状を発症した。全  
点、ブタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な  
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲  
労感、麻痺および痙きといった炎症性神経症状の顕著な  
特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能  
性がある。  

ProMED－  

mai120080129．0366  

アナフィラキ シーショック  
ドイツ8仇rMは、2008年3月7日、重度のアレルギー反応に  
関連して、RotexmediGa製のHepa血一良otexmedicaの回収  
について通知した。2008年4月15日、全ての注射用  
hepa血について、FDAが推奨する分析法による検査を指  
示した。2008年4月25日、「全ての注射用hep8バnについ  
て、FDAが推奨する分析法による検査を指示」が更新さ  
れ、分画および未分画hepa血に関する情報などが更新さ  
れ、掲載されている。  

ドイツBfArM2008  
年3月7日、4月ほ  
日、4月25日  

アナフィラキ シーショック  
2008年3月20日、妻TGAは．Heparin製品の使用に関する  

／TGA 2008年3月  

オーストラリア   20日  

Urgentsafetyadvisoryを発行した。最近．米FDAは  

hepa血静脈内投与に関連したアナフィラキシー症例につ  

し（て報告を受けており．FDAによる検査により，これら有  
害反応に関連したhepa血サンプルから汚染物賞の存在  

が確認された。これらの報告を受けて，TGAはオーストラ  
リア市塙において入手可能な全銘柄のHepa血の検査を  

開始した。TGAによる検査の初期結果で，これまでに．  
AstraZcnecaがオーストラリアで販売したheparin製品に  

おいて．FDAが確認した汚染物箕が確認された。現在ま  
でにオーストラリアにおいてhepa血便用に関連した報告  

数は増加していない。   
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オーストラリアで最近販売されたAstra  妻TGAは．   オーストラリア  
／TGA2008年3月  
27日、4月7日  

アナフィラキ  
シーショック  Zeneca．Hospira．PGzerおよびBaxterのhepannsodium  

全製品の検査を完了した。AsレaZ即8Caのhepa血溶液製  
品のみで汚染物葺の混入が確認され．同社は該当／くッチ  
を回収した。低分子王hepa血（」MH）の検査は実施中で，  
現在までに耶zer製造のLMHの検査が完了し．過硫酎ヒ  
コンドロイテン硫酸が含まれていないことが判明し．  
Sanofi－Aventisの製品については現在検査中である。  

B．BraunMedicalInc，は．納入業者ScientjficProtein  
Labs．LLC（SPL）からHeparinSodiumUSPの医薬品原料  
（API）の米国全域での回収について報告を受けた。この  
自主回収はB．Braunが製造し米国全域およびカナダに販  
売した23の最終医薬品製品が対象である。B．8r8unが入  
手したHepannSodiurTl，USPAPIの1【】ツトにおいてヘパリ  
ン様物質の混入が明らかにされた。FDAは．ヘパリン様  
物質が混入する他社の注射用Hepa血製品を投与された  

患者における重篤な障害または死亡の報告を受けてい  
る。  

FDA 2008年3月21 日  
アナフィラキ シーショック  

カナダで販売されたhepaパn製品の検査で．B．Braun  
Medica11nc製造の製品において異物（過硫酸化コンドロイ  

テン硫酸）が確認され．Hea仙Canadaは同社と協力し．該  
当するカナダにおける製品の市場からの回収を行ってい  
る。米国およぴオーストラリアのhepaパn製品でも過硫酸化  
コンドロイテン硫酸が確認されている。Hea仙Canadaへ  
の有害反応報告ではhepa血に関連したアレルギー反応  

などの有害反応の増加は示されていない。  

アナフィラキ シーショック  
Health Canada  
2008年3月20日  

B．8raunMedicalInc．の異物が混入したhepa血製品の回  
収に関する最新情報。回収対象となっている製品および  
ロットなどが記載されている。米国において重度のアレル  
ギー反応に関連した異物（過硫酸化コンドロイテン硫酸）  

が．カナダの一部のhepaパ∩製品で確認されたことに関し  
て病院向けに通知した。Hea＝山Canad8は医療従事者およ  
ぴ一般に対して情報提供を継続し、回収対象のB．Braun  
MedicalZncの静脈内授与用unfractionatedhepa血を使  
用せず返却することを推奨している。   

アナフィラキ シーショック  
Health Canada  

2008年3月27日  

」、」  
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スウェーデン市場  2008年4月23日．スウェーデンMPAは．   アナフィラキ  
シーショック  KET2008年4月29  

LAKEM亡DELSVER  日  

においてOSGS混入が確認された帽exane′くッチの回収を  
決定した。混入レベルは低く．回収は予防措置である。  

MPAは，米国におけるhepa血製品に関する有書事象・回  
収などを受けて、スウェーデン市場向けにbopa血製品を  
供給している全企業に対してOSCS混入について製品の  
検査を指令した。低分子土hepaパ∩製剤Kkxaneの少数の  
′くッチにおいて低レベルのOSCS混入が確認された。  
MPAは重度の有害事象の報告は受けていない。  

2005・〉2006年にレユニオン諸島でアウトブレイクしたテク  訴石窟‾‾‾‾‾‾  日本  

テラジグ三軍弓 イルス感染  
天ラブジ好 

理人免疫グ  
ロブリンG分  

‾   屑  

PLoS Pathogens 
2007；3：1895－1906  ングニヤウイルス（CHIKV）感染は、エンベロープ生白遺伝  

子の変異株（E卜A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよびヒトスジシマカにおけるCHIKV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスヘの伝播  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でCHlVKが大  
流行したのはこの変異が原因と考えられる。  

エボラ出血  
CDC2008年1月8日  訪己苫ち芳ジダ啓直著了ぎ：盲6訴範頁甘言聴講石塀ブ  

ダ西部に位置するBundibu訂0地区におけるエボラ出血熱  

のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。   
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に江蘇省南京で発生した52虎男性の  2007年12月   鳥インフルエン  
ザ  

ChinaView．  

www．chinaview．cn  

2008－0卜10  

フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  
ワクチンは臨床書式験PhaseIIの段階にある。  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解析  

することにより、リン八白性脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ1生脈絡髄  

膜炎  
10．1056／NEJMoaO7  NEnglJMed2008； 358  3785  

80173に同じ  

テクングニヤウ イルス感染  
人血清アル  
ブミン  

ヒト血液  日本  
PLoS Pathogens 
2007；3：1895－1906  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  製造工程  

80173に同じ  
CDC2008年1月8日  

エボラ出血  

80173に同じ   蔦才シテJ茄 ザ  ChinaView．  

www．chinaview，Cn  

2008－01－10  
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肺サーファクタント製剤  ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

リンパ券官から中枢神経系へのP貯Scの神経侵襲に関す  
る細胞の要件を明らかにするために、共焦点顕徴餞を用  
いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル  
板、腸間膜リンパ節および脾巌内の神経支配について調  
べた。前臨床プリオン感染マウスではPrPSc善報細胞（濾  
胞樹状細胞）の神経支配はなく、T細胞ゾーンと細胞輸送  
領域で神経線経とPrPSG伝達細胞（樹状細胞）の接触が  
見られた。プリオンの神経侵襲過程に樹状細胞が関与す  
る可能性が初めて示された。  

有効成分  
フェルト・ヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
2007：451：1057－  VirchowsArch  1065  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

トランスジェニツクマウス（101LUを用いた感染性実験の  
結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  
は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPSGの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

JBioIChem2007：  

282：35878－35886  

非典型的BSE株の1つである8ASE（または8SE－L）の感染  
性およびヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60痛†2ひ－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
晴好性であった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ ブ病  

JViro暮published  

online on 30 
January 2008 

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

巨Fヲウ芽ブ謹盲盲邁郵夷遍ず右汚ジ烹ジ三≡；ダラ亨天‾  

にvCJDおよぴscJD症例由来のプリオンを脳内または腹  

腔内投与し、脳および脾臓における感染効率および表現  
型を調べた。脳内接種によるvCJD伝播は脳内でvCJDま  
たはsCJD様プリオンを増殖させたが、牌腋では必ず  
vcJDプリオンが増殖した。腹腔内投与後は神経侵襲lま  
不十分で、無症候性の感染が起こり、牌臓でのvCJDプリ  
オンの安定した上昇が一生続いた。   

PLoS ONE2008：3： e1419  

103／260ページ  



日本製薬  人免疫グロブリン  C型肝炎  抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜  
在性HCV感染と診断された110例の患者由来の血清中の  
GOR抗体反応性を調べた。抗GPRIgG陽性患者は22例  
（20％）で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70／110、83．6％）に  

比べ有意に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例  
では抗GORIgGは全く検出されなかった。市販の検査で  
HCV特異抗体を検出できず、血清中HCVRNAが検出で  
きない患者で抗GORIgG検査を行う事は、肝生検なしで  
潜在性HCV感染を同定する手助けとなりうる。  

ClinVa¢Cjne  
lmmunol published 

onlinedoi：10．1128  

パルボウイル ス  B19ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHに  
よるB19Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドへ変換することによっ  

て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、梯的細  
胞に接着することは可能であった。PaⅣOViパdaeの他のウ  
イルスとの比較試験の結果、被殻状態でのB19VDNAの  
著しい不安定性が明らかとなった。B19Vが不活化処理に  
抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

TranshlSion2007：  
47：1765－1774  

了汚；確藤絡東 
‾ 膜炎  358  

10．1056／NEJMoaO7  
N【ng】JMed2008：   3785  

が移埴後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移埴肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ○性脈絡髄膜射こ関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

C型肝炎  
80柑0に同じ  CljnVac¢ine  

Immuno［published  
onlinedoj：10．1128  

パルボウイル ス  
■■■■■－■■■■■－■●■■●■●■■■●■－－－－－－－－－－－－一一－■－■－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－一■■－■■■■■■■  

80180に同じ  Transfusion2007；  

47：1765－1774  

リンハ1生脈絡髄 膜炎  

－■■■●●■■■■－－■■■■●－■●■■●■■■■－－■－－－－－－－－－－■－■－■－－－－－－一一■－■■－－－－－－■一■一■■■t■－  

80180に同じ   

10．1056／NEJMoaO7  

NEng】JMed2008： 358  3785  
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ノバルティ  

スファーマ  

バシリキシマフ（遺伝子組換え）  

HEVに感染したブタ糞便より精製した4種のHEVは、ウイ  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

人アンチトロ ンビンⅢ  
E型肝炎  

ルス除去膜PLANOVA15Nおよぴ20Nで全て検出限界以  

ブミン存在下では4株とも加熱開始後5時間員でも検出さ  
れた。HEVは熟に弱いと考えれられていたが、条件によっ  
て不活化効果が異なることから、血液製剤や加工食品に  
おいて慎重に不活化効果を検討しなければならない。  

遺伝子型の異なる複数のHAV細胞馴化株における加熱  

や加圧による不活化効果を検討した。25％アルブミン存在  
下60℃10時間加熱処理または室温下300～4之OMPaの1  

分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化株間で不活化  
効果に善が見られた。Validatjon試験に使用する株とし  
て、加熱や加圧で不活化されにくく細胞で良く増殖する  
KRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程に新  
規不活化法を導入する鳩舎にはVatida如n試躾に使用す  

る株を適切に選定する必要がある。  

‾  
軒云面盲嘩亨才フr  

ス学会学術集会  
2P213  

過去30～35年間に製造された第Ⅷ因子製剤中にヒトパル  
ボウイルスが存在するかを調べた。175ロットのうち28ロッ  
トがPARV4シークエンスを含み、その内2ロットにジェノタ  
イプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス土は10  

∨oxSanguinjs  

2007；93：34卜347  

〈5copies／mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ田子製剤  
の大部分は1970年代及び1980年代に製造されていた。  
B19Vは175ロット中70ロットで陽性であった。   
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LUを用いた感染性実験の  トランスジェニツクマウス（101   

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
JBioIChem2007；  

282：35878－35886  結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  

は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解析  

することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  NEngtJMed2008；  
358：991－998  

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのH8Vを含む急性期前の接種株をチンパンジーに操種  
したところ、最小50％チンパンジー感染i（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染iを接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64Ⅰ］で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝炎  Transfusion2008；  

48：286－294  

乏扇主音盲有子盲苛6詣軒重曹訂自だ腎蕗宿存石膏う盲F‾‾  

は肝移埴（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全点  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。   

E型肝炎  NEngtJMed2008；  
358：811－817  
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ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

メルケル細胞癌（MCC）検体をd噛b丹an＄C巾tome  
subtraG七on法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫癌10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった？MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。  

SGien¢e2008；319：  
1096－1100  

［i項葡頭テテプラズ守護前石砺電飾まこ‾i福豆亨訂‾‾  

来2倍となった。原因病原体のAnaptasma  
phagoc舛OPhilumによる血液の安全リスクを調査するた  

め、間接免疫貞光法を用いてコネチカット州及びマサ  

56th Annual 
Meetjngofthe  
AmeriGan－Societr  
OトTropica卜  

Medicine－and－  

Hygiene 1044 
チューセッツ州の血液ドナーのAphago¢眞oph仙mに対す  

るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体腸  
性であった。比較的高い陽性率が持続していることから  
更なる調査が必要である。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

ヒツジのリコンビナントPrP（廟前面亡ラ訝三森テる面液ラ  

リアランスならびにスクレイピー関連フィフリル（SAF）静注  

後のPrPresへの曝露について調べた。府仰のARR変異  
聖は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrPc  
のARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランス  

よりも大きいことが示唆された。rPrPの血策クリアランス  
は、両腎臓摘出後は52％減少し、府岬除去に腎臓が重要  
であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに  
除去された。  

Transfusion2008；  

48：609－619  

E型肝炎  
‾  

軒岳面盲盲亨才）r  

ス学会学術集会  
2P207  

－一一■■■■■●■■川■－■－■■■－－－－－■■■■■－＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■■■■■一日－－－－－－■■■●●■●●■■■■■  

80188に同じ  

A型肝炎  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P213  

■■■■■■■■－■■■■■■■－－－－－一一－－・・・・・一－－－－－－－－t－－－－－－－－－－－－－■－－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿JL＿＿ 80188に同じ  

パルボウイル ス  
－－■－■●■■■●●●●－－－－－－－－－－－－－■■－■■－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●■■●■■■■■ 80柑8に同じ  Vox Sanguinis 

2007：93：341－34丁  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

■■●－■－－，■－■－－－■■■－■－－●一一－－－－一－－－－－－－－－－●■－－一－－－－－－－－－－－■■■●－■－■■●■  

80188に同じ   JBioIChem2007：  
282：35878－35886  
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リンハ○性脈絡髄 膜炎  
80188に同じ  NEnglJMed2008；  

358：991－998   

80188に同じ  B型肝炎  Transfusion2008：  

48：286－294  

80188に同じ  E型肝炎  NEngjJMed2008；  
358：811－817  

80188に同じ  

ヒトポリオーマ ウイルス感染  
Science2008：319：  

1096－1100  

80柑8に同じ  感染  56th Annual  
Meetjngofthe  
American－Society－  

0トTropica卜  

Medicine－and－  

HygienelO44  

Transfu＄jon2008；  

48：609－619  

80188に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

E型肝炎  80188に同じ  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P213  

80188に同じ  A型肝炎  

80188に同じ  パルボウイル ス  Vox Sanguinis 
2007；93：34卜347  

80188に同じ   異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JBi01Chem2007；  

282：35878－35886  
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リンハ1生脈絡髄 膜炎  

NEnglJMed2008；  
358：991－998  

8018引こ同じ  

B型肝炎  ‾…“叩‾‾‾‾■‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾…‾‾‾‾‾‾t‾‾‾一■‾‾－■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

80188に同じ  
て‾…‾‾‾‾‾川   

Transfusion2008；  

48：286－294  

E聖肝炎  80188に同じ  N EngtJMed2008；  
358：811－817  

ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

80188に同じ  Sdence2008；319：  
1096－1100  

感染  80188に同じ  56th Annual  
Meetjngofthc  
Ame血an－SoGjety－  

0トTropical－  

Medicine－and－  

Hygiene 1044 

異型クロイツ  
フェルトヤコ ブ病  

－－■■■川■■■■■一一一－－－－－－－－－■－－1－－－－－－－－－－－■一■一－－－－－－－－■－■●■－■－－●■●－■■■－■－■－  

80188に同じ  Transんsion2008；  
48：609－619  

E型肝炎  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

■■－■■■■－■■■■■■■●－■－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－■■■■一■■■■■－■■■■■■  

8018引こ同じ  

幽F主動＝＝＝∴∴∴∴  

‾  
軒畠面古寺亨才フr  

ス学会学術集会  
2P213  

■■■■■■■●●－■■■■■＝■■●●■■－■－－－－－－－－－－－■－－－－－－－■－■■－－－一一－－－－■－■■■■t■■■■■■■●■  

8018引こ同じ  

パルボウイル ス  ■●－■■■一■●●■■l●■l■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－■■■■■●■－一－－■t■ 8018引こ同じ  Vox Sanguinis 
2007；93：34ト347  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

●■■●－■■■－●●●●■－－－－－－一一t一－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－■■●■●■■－  

80188に同じ   JBioIChem2007：  

282：35878－35886  
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リンハ■性脈絡髄 膜炎  
80188に同じ  NEnglJMed2008；  

358：991－998   

80188に同じ  B型肝炎  Transfusion2008：  

48：′286－294  

80柑8に同じ  E型肝炎  NEngiJMed2008；  
358：81ト817  

80188に同じ  ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

S（：ience2008：319：  

1096－1100  

80188に同じ  
感賞‾………●  

56th Annual  
Meetingofthe  
American－Socjety－  
0トTropica卜  

Medicine－and－  

Hygiene 1044 

80188に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

E型肝炎  

Transfusion2008：  

48：609－619  

8018引こ同じ  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P213  

80188に同じ  A型肝炎  

80188に同じ  パルボウイル ス  Vox Sanguinis 
2007：93：34ト347  

80188に同じ   異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

JBioIChem2007：  

282：35878－35886  
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リンハ○性脈絡髄 膜炎  
80188に同じ  NEnglJMed2008；  

358：991－998  

B型肝炎  80188に同じ  Transfusion2008こ  

48：286－294  

E型肝炎  8018引こ同じ  N EngIJMed2008：  
358：81卜817  

ヒトポリオーマ ウイルス感染  
Science2008；319：  

1096－1100  

感賞－●………‾  

8018引こ同じ  56thÅnnual  

MeetlngOfthe  
American－Society－  
0トTropica卜  

Medicine－and－  

HygjenelO44  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

80188に同じ   Transfusion2008；  

48：609－619  
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大塚製薬  インターフェロン ガンマーnl  
ノクローナル  

抗IFN－γモ  抗体  

マウスハイ リドーマ  

ハムスター  
日本  

ハムスター   

ノサイト細胞  
を皮下で増  
（ヒトミエロモ   殖）  

カナダで11頭目のBSE牛に関する調査報告である。2007  
年12月9日に約3ケ月半の疾局後、処分されたEast  
CentralAルe止aのウシは、予備試験ではBSE陰性であっ  
たが、辞しい検査の結果、BSE陽性と確定された。当該牛  
は1994年3月15日生まれのヘレフオード牛で、死亡時165  
月齢であった。当該農場で出生し、外に出たことはなかっ  
た。出生コホートおよび飼料コホートが実施された。本症  
例はカナダでは2頚日の非定型BSEであった。  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年4月16日  

2008年2月26日、CFIAはAJbertaの6鼓の乳牛をBSEと確  
定した。カナダで12頭目のBSE牛である。どの部位もヒト  
食料または飼料システムに入っていない。当該牛は2001  
年12月21日生まれであった。国際ガイドラインに基づいた  
疫学的調査を実施中である。   

BSE  

Canadian Food  
Inspection Agency 
2008年2月26日  
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エタネルセプト  （遺伝子組換え）  ウシトランス  

フェリン  
ウシ血液  Canadian F00d  

Tnspec心onAgency  

2008年4月16日  

80204に同じ  

BSE  80204に同じ  Canadian F00d  
Inspe¢厄onAgency  

2008年2月26日  

葡済大青石 球濃厚液  

葡薗感嘗‾‾‾…  

A8C Newsle仕er 2007年9月21日  

■－■■■■■■■－■●■川■■－－－－●－－－－－－一－－－－－－－－－－－－t－－－－●－－一日－－■－－－－■■■●■■■■■■●－■■  

FDAは輸血前の血小板中の細菌汚染を検出するための  
初めての迅速検査を販売承認した。VeraxBiomedica11nG  
製造のPlateletPanGeneraDetectionTestSystemは病  
院の輸血部で使用するための使い捨て検査機器である。  

‾‾‾…  
葡薗葡嘗  

■－■■■■■■●■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t一－－－－一■■■■■－－－－－一－－－一一■■■●■■一■■●■  

ルック／くック調査でPropionibacteriumacnes汚染が推定  Vox Sanguinis 
2008：94：193－201  される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡し  

たところ、輸血後の有害事象は見られなかった。Invむ。  
試験でプロピオン酸菌属の臨床分離菌をPCに接種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  

ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸薗属はPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。   

116／260ページ  



47：2338－2347   

血液安全・安定供給諮問委鼻会は、米国保健社会福祉  
省事務局に対し、安全で効果的な輸血用血液製剤の病  
原体低減技術（不活化）の早急な開発を優先して進め、  
開発され次第実施するよう勧告した。病原体低減の効果  
と安全性を示すエビデンスの蓄積は、今後蔓延する可能  
性のある感染症に対し広く適応できるセーフガードとし  
て、この技術の導入を保証するという決議を採択した。  

感染  ABC Newsletter  
2008年1月11日  

64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日に都  
内の病院に入院した。入院時の血液培養からグラム陰性  
梓薗が検出され、BrucellarneLitensis2型と同定された。患  
者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツジのチーズを摂取し  
たことが明らかとなった。患者の妻（60歳）が同年5月31日  

から発症し、Brucellame】i也nsisが血液と関節液の培養で  
検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症が  
性感染した可能性がある。  

ブルセラ症  
JTravelMed2007；  

14：343－345  

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペス  

トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例柑名が特定され、  
Yersiniapes七sが6名から分離された。初発患者を除き、  
全島が回復した。標的化学予防法、衛生、ベクターコント  
ロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学的、  
分子生物学的な知見から、当核期間中、現地の保菌動物  
の存在が強く示唆されたが、その起源については特定で  
きなかった。   

ペスト  
2007；13：1459－  EmergInfectDis  1462  
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日本におけるラテンアメリカ人の侵性シヤーガス病キャリ  
アーからの献血についての対策を検討した。カーミC液  
（CPD液）を用いてT．Cruzi感染マウス血液を4Ocにてト21 
自問保存処理を行ったところ、マウスへの感染性は無処  
理のものと差異は無かったが、病原性はかなり減弱する  
ことが示された。しかし、T．Cruzi虫体はほとんどの白血球  

除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システ  
ムはシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対  
策の改善が必要である。  

医学会大会12C－  
第48回 日本熱帯  02  

ノソーマ症  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
Clin）nfectDis  

2008；46：e44－47  

血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  

スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患桂過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
関門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数国輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前に、抗TrypanosomさC川Zi抗体の  
スクリーニングを受けるべきである。  

－●●叫  

芋ジグ紺  2007年9月30日、中国保健当局はFLl匝n省Pu廿an市で39  ProMED－  
mai120071001，3237  例のデング熱症例が確定されたと発表した。ベトナムで  

は之007年9月24日時点で約68000人が感染し、内60名が  
死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Kar8Chiで新た  
に22例のデング熱症例が報告された。ラテンアメリカとカ  
リブ海諸国ではデング熱の最悪のアウトブレイクが起こつ  
ており、2007年になってから何十万もの人々が関節痛を  
訴え、約200人が死亡した。  

芋ジグ訂‾‾‾‾‾  台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局による  
と2007年10月13日までに市内で511人の感染者が確認さ  

れた。隣接する高雄市でも2つの区で集団感染が発生し  
ており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍  
が協力して大規模な蚊の撲滅作戦を展開する方針であ  
る。   

YAHOO！ニュース  

2007年10月14日  
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2008年1月21日、Brazili8で32歳の  ウイルス感染  ProMED－  
mai120080218．0645   した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  

ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都AsunGionの病院で集中治療を ていた39の女が20082月16日に死亡したと発  

受け歳性年  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熱によっ  
て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

米国4州における2006－200丁年のアデノウイルス血清型  

14（Ad14）に関連した急性呼吸器疾患に関する報烏であ  

る。Ad14は稲にしか報告されないが、全ての年齢層の患  
者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。  
2006年5月にニューヨーク州で生後12日目の乳児がAd14  

感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシントン州  
およぴテキサス州で計140名の感染患者が確認された。  
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

CDC／MMWR2007；  

56（45）：1181－1184  

ウイルス感染  

イタリア北東部の隣接する2つの村で原医不明の発熱性  
疾患患者が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分  
析した結果、チクンケンヤウイルスくCHIKV）が原田である  
ことが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に  
205例のCHIKV感染症例を同定した。村の親戚 を坊間し  
た時に発症したインド出身男性が初発症例と推定され  
た。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン  
ド洋緒島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い  
相同性を示した。  

テラジグ三草弓 イルス感染  
Lancet2007：370：  

1840－1846  

‾‾  
東面方正議苺ジ李＝テ好転だぉ口モ茄蕗：乏扇5吉武蘭画  

に採取した5020名の供血者由来の保存血紫検体を高感  
度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイルスB19  

DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0．88％であっ  

た。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23％がIgM陽性で  

あった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。   

／くルポウィル ス  Transfusion2007：  

47：1756－1764  
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リン八○性脈絡髄 薩炎  
オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リン八●性脈絡髄膜炎に関係する新規の  

アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

NEng】JMed2008；  

358：991－998  

ウイルス感染  供血者血兼検体中のサイトメガロウイルス（CMV）DNA腸  
Tran＄fusion2007：  

47：1972－1983  性率を検討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗CMV 
IgG陽性を示した供血者82名の血費検体44％が反復的に  

CMVDNA腸性であった。1年以上血清反応犠牲または血  
清反応陰性供血者はいずれもCMVDNA陰性であった。  
白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清反応陽性  
供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  

の重要な原因と考えられる。  

クロイツフェル トヤコブ病  乏扇ラ青学j芽ジ訂‾ 究会 Poster20  

日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年  
以上に渡り増加傾向を示し、2005年は人口100万対1．23  
人であった。CJDサーベイランス委員会による調査では過  
去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別で 
は、孤発性CJD716例、遺伝性プリオン病128例、感染性  
（獲得性）CJD72例（変異聖CJDl例、硬膜移植後CJD  
71例）、および分類不能2例であった。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  Arch Neuro［2007：  

64：1780－1784   た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白質の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型郡  

発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vcJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモ′くリンであった。   
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BSE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのin  
フェルト・ヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
染系の確立を試みた。感染させたヒト由来クリオーマ細  
胞株から抗プリオン抗体に反応する約30KのPK耐性のバ  
ンドが検出された。このバンドは非感染細胞には存在しな  
かった。また、9ケ月蝕代した感染細胞の培養上溝に伝達  
性があることが明らかとなった。さらに20nmのウイルス除  
去膜によって培養上溝の伝達性が減少することが認めら  
れた。  

究会 Poster38  

英国NationalCJDSurvei”anceUnitに報告された2008年  
1月7日現在のCJD数は、VCJD診断確定死亡症例（確定  
例）114名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確定診  
断がない）48名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確  
定診断待ち）1名で、VCJD診断確雇または可能性例の死  
亡総数163名であった。生存中のvCJD可能性症例数は3  
名であった。英国におけるvCJD流行は減少しつつあると  
いう見解に一致する。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ProMED－ mai120080107．0087  

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血莱中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血揖中において  
PrPresは他の血紫タン／くクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血矧こおいて検出可能と  
なったことが示唆された。  

Microbiol lmmunol 

2007：51：1221－  

1231  
異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

‾  
誰夷塑的盲富主謀お手ち膏あ盲i訪富∈福吉繭F臼あ葡葵  

性およぴヒトでの表現型を調べた。8ASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月穣に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JViro12008；82：  

3697－3701  
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0IE／Worldanimal  
health situatjon  
2008年3月31日  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（0IE）に報告された畜牛における8SE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、  

ポルトガル33頭、ドイツ16頸、日本およぴポーランド10  
豆巨、フランス8頭、イタリア7頂、スイスおよびカナダ5頭、  
チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頸、ス  

ロベニア、スウェーデンおよび米国廿頸である。2008年に  

は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頂が報告されて  

いる。  

0旺／WoHdanimal  

health situation 
2008年4月17日  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英国全体で446頭で  
あったが、1992年には37之80頭となった。その後、減少し、  

2007年には67頸となった。2008年は3月31までに10頂報  
告されている。  

A】DS2007；21： 235卜2353  

フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およびHⅣ－1グ  

ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10柑4例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よびHⅣ一1グループ0型感染の割合は、各々、1．8％およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  

あった。  

1999年1月－2006年12月に長崎で献血を行った初回献血  

者の年齢別、出生年別および期間別HTLV－1血清陽性率  
の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつ  
れ有意に増加した。また1987－1990年に生まれた献血者  
では1985～1986年に生まれた献血者と比較して有意に  

American Society 
OfHematology2007  
年12月8－11日  

低かった。ウイルスキャリア甲母親の授乳を避ける事を指  
導した県の対応が陰性率の低下に貢献していることが示  
された。   
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カナダの共同農場で生活していた丁ケ月齢の乳児から、  
A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバーづ0名  

の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

インフルエンザ  
2007：13：1865－  EmergInfectDis  1870  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  

た。パンデミック時には適格な供血者数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

インフルエンザ  
Report2008年2月  
AABBWeekly  29日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（upd8te5）：2007  
年12月9日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Ji8ngSu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。  

蔦才プチ7［王ジ ザ  WHO／CSR2007年  

12月9日  

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を  
発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血看  
の塩基l配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがH8s抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血育ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。   

第37回 日本肝臓  
学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007：48（Supp13）：  

A522  

B型肝炎  
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日本赤十字社（JRC）が全国的ヘモビジランネ体制を導入  
してから14年が経過した。報告された輸血副作用症例数  
は年間約2000例で、過去3年間はほぼ一定である。非溶  
血性輸血副作用は報告症例の約8肌を占め、輸血関連急  
性肺障害などが含まれる。輸血感染症の報告数は年々  
減少している。JRCのヘモビジランスは病院の自発報告  
に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠  
である。  

2007；93（Suppl，2）：  VoxSanguinis  31  

C聖肝炎  
離再試感賞患者う前6盲モ惑葵一軒苫前訂蔭啓恵著う前丁一  

名（対照群）とを比較し、リスク因子を検肘した。特注薬物  
使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染  
群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染  
リスク要因のない患者群においてもHCV感染と強く相関し  
ていた。  

AmerjcanSoGie旬  

fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  

C型肝炎  2003年4■｝10月にイダノアの血液透析施腰で患者4名に  JMedViro12008：  
80：261」267  HCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4名と以  

前からHCV抗体陽性であった10名のHCVRNAおよぴ  
HCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、  
新規感染患者4名のHCVは遺伝子型2cで、2¢型慢性感染  
患者1名から分離されたウイルスと近縁であった．感染制  
御手段の不備と装置による伝播が疑われた。  

E型肝炎  日本においてHEVの不顕性感染が増加しているかを調べ  
るため、199ト2006年の献血者のうちHEV感染の可能性  
のあるALT611∪／L以上の4019名から得られた血清検体  
中の抗HEVlgG、抗HEV［gM／IgAおよぴHEVRNAを調べ  
たところ、2004－2006年の献血者のHEV陽性率は1998年  
のそれと同等であった。またALT201IU／L以上の献血者  
についても199ト1995年、1996－1999年およぴ2004－2006  
年でHEV陽性率の差は見られなかった。   

ArchVir012007：  

152：1623－1635  
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シヤーの単一施設において2005年6月  英国サウスハン   E型肝炎  JMedViro】2008：  

80：283－288  から13ケ月間にE型肝炎13例が発生した。これらの患者  
はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後に特定され  
た。同一期間中A型肝炎は2例、8型肝炎は4例であったこ  
とから、原因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航  
歴のない患者全員にルーチンのE型肝炎検査を実施する  
ことが重要と考えられる。  

2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の杭HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  

NEnglJMed2008： 358：81ト817  

保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に  
50人が羅患したエボラウイルスは、新規の株であると  
2007年11月30日に発表した。最初の症例はコンゴ民主共  
和国と国境を拝するBundibu訂0地区において11月10日に  
報告された。この株では出血はあまり見られず、患者は  
高熱の後、死亡する。  

エボラ出血  ProMED－  
mai120071130．3869  

酪農業を営む50歳男性が、2007年4月初旬より、全身倦  

怠感、39度合の発熱、悪寒が出現し、腰背部痛が出現し  
徐々に激しくなったため4月10日に受診した。5月18日に  
入院し、血液培養から連鎖球菌が検出され、肺塞栓、脊  
椎炎を合併した感染性心内膜炎と診断された。ペニシリ  
ンとゲンタマイシン併用投与により軽快した。同菌は  
StreptcoGCUSSUis2と同定され、牛の飼育から感染したと  
思われた。   

莞盲白面盲苫感薙  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

造時にBSE  
問題のない  米国及び製   国  

レンサ球菌感 染  
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萬有製薬  肺炎球菌ワクチン   ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

製造工程  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

80208に同じ  

葡好手盲許  
性性腺刺激  
ホルモン  

蔦才河仁王ジ ザ  
WHO／CSR2007年  

12月4日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update4）：2007  

年12月4日、中国保健省はH5Nlトリインフルエンザウイル  
スの新規のヒト感染症例を報告した。症例はJiangsu省の  
24才の男性で、12月2日に死亡した。中国での確定例は  
26例で、うち17例が死亡している。  

蔦才ジラフ仁王シ ザ  WHO／CSR2007年  

12月9日  

甲lヨにおけ旬トリインフルエンサの】伏；光（update5）：2007  

年12月9日、中国保健省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。  

蔦才シラル王シ ザ  18日に中国保健省はHun帥省でヒトでのトリイ  ProMED－  

maiほ0080218．0656  ンフルエンザ症例1例を確認したと発表した。症例は22才  
の男性で、1月16日に発症し、1月24日に死亡した。中国  
CDCはH5Nl陽性であることを確認した。  

蔦わラフじ王シ  
ザ  

■■－－■■■一●■■－－－t －－－－－ －－一一－－－－－－－●－■－－■t■● 21日、中国保健省は29例日のH5Nlトリインフ  
ProMED－  

mai120080221．0710  ルエンザ症例／19例日の死亡例を確捜した。Guangxi  
Zhuang自治区NanningCityにおいて41才男性が2008年2  
月20日に死亡し、H5Nl検査に陽性であった。2月柑日に  
はHun8∩省でヒトでのトリインフルエンザ死亡症例1例を確  

認しており、今月2例日のトリインフルエンザ死亡例であ  
る。   
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鳥インフルエン ザ  WHOは中国でヒトにおけるトリインフルエンザの29例日の  
症例および死亡19例日を確認した。また、2008年2月25日  
に香港政府は、中国南部Guangdong省の44才の女性が  
H5Nlトリインフルエンザウイルスに感染していることが疑  
われていると報告した。この症例は同年2月16日に発症し  
たが、診断はまだ確定されていない。中国における30例  
日のトリインフルエンザ疑い症例である。  

ProMED－  

mai120080225，0758  

蔦才シラjじ王シ ザ  

l トリインフル  

中国南部Guangdong省の44才の女性がH5N   ProMED－  

mai120080226．0784  エンザウイルスに感染し、死亡した。病気の家禽から感染  
したと思われる。中国で確認された30例日の症例／20例  
日の死亡例である。  

同じクラスの生徒約20  ProMED－  

maiほ0071124．3799  例が原因不明の疾患を発症した。2007年11月19日から発  
症し、口腔内潰瘍、発疹および微熱の症状を呈した。  

ブルセラ症  
12月3日に、中国でのヒ  ProMED－  

maiほ0071206，3936  ルセラ症の増加は継続しており、Hei】on且iingにおける症例  

数が特に多いと述べた。保健省の統計によると中国のヒ  
トにおけるブルセラ症の防止および管理は重大な状況に  
あり、ウシおよびヒツジ生産地域における発生は重大な  
懸念である。  

2月10日、2007年11月にGansu省  
ProMED－  

maiほ0071212．3998  が2例日のペスト症例を報告したと発表した。患者は死亡  
した。Gansu省では2007年9月に中国で初めてのペスト症  
例が報告された。  

細菌感染‾  
2月29日に中国KaohsiungのUangJen病院から  ProMED－  

maiほ0071231．4200  HuaJienのYuIjsanatoriurnへ移された患者9例の血液に高  

濃度のEntamoebahistplytjca抗体が確認され、検査で享  
の9例のうち3例において感染が示された。UangJen病院  
の消毒および患者の検査が実施され、14例がアメー／く赤  
痢感染が疑われている。  

事汚ヲ三キウ イルス感染  

2月28日およぴ30日にテクンケンヤ  

ProMED－ maiほ0080109．0106  
もインドネシア人で各々、12月20日および27日に発症し  の輸入症例2例を検査により特定した。この2例はいづれ  た。   
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